
夏休み

共催：沖縄県立図書館・文化をつなげる研究所

音声ガイドは、映画のセリフの透き間に視覚的な情報を補うナレーションです。
時と場所、人物の動き、しぐさ、表情、情景などを見たまま、シーンの最も大事な
視覚情報を取捨選択しながら台本を作っていきます。できあがった台本はパソコンで
録音・編集して仕上げます。
映像から何を選びとり、どのような言葉で解説をするか？を考える音声ガイドの台本
づくりは、映画の見方と言葉のコミュニケーションを学ぶよい機会を与えてくれます。

音声ガイドを

作ってみよう！体験ワークショップ ＆ 上映会

中高生
大歓迎

8/ 午後2時～5時
交流ルーム / 定員15名12 水

映画の
音声ガイド

とは？

申込方法 3Ｆ総合カウンター・電話・Googleフォーム
申し込みフォーム

お問い合わせ先

098-894-5858
毎週火曜休館

映画好きの大人も！本好きの親子も！
どなたでも参加できます‼

撮影場所

沖縄県浦添

製作年

2014年

監督

高山 創一

上映映画

池間夏海

城間祐司
(ゆうりきや～)

普久原明

山城智二

ぎぼっくす
(ノルウェースウェーデン)

當眞嗣人

稲福優衣

宮平舜也

比嘉憲吾
(初恋クロマニヨン)

綾部祐二(ピース)

宮川たま子

あらすじ

たま子は玉城朝薫の一番弟子の末裔の小学生。
酒飲みの父と浦添に暮らしている。
たま子は普通の人に見えないものがみえる力
とマジムン（妖怪）を封印する特別な能力を
持っていた。浦添の経塚には、昔、僧侶が
マジムンを封印したとされている経塚の碑が
あった。ある日、地震によりその碑が壊れ、
2体のマジムンが現れ、悪さをはじめた…
このままでは人々が混乱し、心が悪くなる。
たま子は特別な能力を発揮し、マジムン退治
へ乗り出した！

「たま子とチョ―チカ―の呪文」

キャスト

ゆんたく映画祭


